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昇格願 

 

我が青山学院大学学友会体育連合会ラクロ

ス同好会は、本学学友会体育連合会体育部

会への昇格を許可されたく、本昇格申請書

を以って申請致します。御配慮の程、何卒

宜しくお願い申し上げます。 

 

平成２２年３月 

 

青山学院大学学友会体育連合会 

ラクロス同好会 

男子主将 竹田 辰人 

女子主将 篠 千晴 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

ご挨拶 
 
 
私は体育会ラクロス同好会で主務を務めております、村上典大と申します。

今回、移行期間の満期を迎えたため、改めて正式な昇格の申請をさせていただ

きます。 
 我々体育会ラクロス同好会は 2010 年を持ちまして発足 23 周年を迎えること

となりました。まず始めに、今日まで私達を団体として認め、見守って下さっ

た大学関係者の方々に厚く御礼申し上げます。 
私達は東急東横線田園調布駅の田園調布グラウンドにて、早朝 7 時から 3～4

時間・週 5 回の練習を重ねており、全日本・全関東の優秀選手賞や選抜選手に

毎年名を連ねるなど、ラクロス界でもその存在感を大きく発揮しています。男

子は昨年度 2 部リーグ B ブロック 2 位タイながら得失点差で入れ替え戦への切

符を逃してしまいましたが、着実に力を付け実に 3 年ぶりの 1 部リーグ復帰、2
度目の全日本選手権大会優勝を目指し活動に取り組んでおります。女子は 1 部

リーグに定着し、悲願の全日本選手権大会初優勝に向け、今まさに大きな飛躍

をしようとしています。そして、私達現役を支える OB・OG の心強いサポート

もあり、まさにチーム一丸となって「勝利」を追いかけている次第です。 
 また、ラクロス界全体としても競技人口は 2 万 5 千人を超え、全国規模のス

ポーツへと発展しました。第 22 回関東学生ラクロスリーグ戦大会（2009 年）

の集客指定試合では、来場観客数が 1 万人を大きく超え、同年の全日本大学選

手権大会決勝戦では 6000 人の集客数を記録し各種マスメディアに取り上げら

れるなど、その規模は拡大の一途を辿っております。 
 そんな中、私達体育会ラクロス同好会はある一つの想いを持ち続けておりま

す。それは「サークル」ではなく「体育会」であることへの誇りと自覚です。

誰一人妥協をせず目標に向かって全力投球する姿勢や情熱は、他の体育部会に

決して劣らないと自負しております。発足から 23 年が経過しましたが、ラクロ

スに対する真摯な姿勢・情熱は今なお受け継がれ、今日に至りましても我々の

想いは日々強くなるばかりです。今回、体育会昇格への申請をさせていただき

ましたが、昇格が最終目標ではなく、更なる発展に向けた一つの過程に過ぎな

いことは重々承知しております。しかし、どうか我々の真摯な想いを大学関係

者の方々に認めていただきたい、正式な体育部会として胸を張って「体育会ラ

クロス部」を名乗り、体育連合会を盛り上げていきたい、そんな想いから今回

の申請に至りました。 
 まずは書面にてご挨拶とさせていただきます。 
 
 

体育会ラクロス同好会主務 
村上典大 

 



 
 

申請によせて 
 

私達、青山学院大学ラクロス後援会は 2002 年 10 月に「現役生がより良い環境でラクロ

スに打ち込み、楽しみ、私達が現役生と卒業生の仲介役となることで、様々な活動のサポ

ートをしていく」ことを目的に設立されました。たとえば、大学側に対する活動報告のチ

ェック、リーグ戦を中心に試合応援連絡の取りまとめ、現役生からの卒業生コーチ要請に

対する仲介、また金銭援助等を行っております。これらのことは、私達も現役時代に非常

に苦労した点であり、今後徐々に卒業生が増えることを考え、中長期的に見てこのような

パイプ的役割の仲介組織が必要であろうと考えました。 
 今後も「継続的な発展」をキーワードに、現役卒業生共々一体となって青山学院大学ラ

クロス体育会同好会は活動していく所存です。 
体育会部会昇格に関し何卒ご検討のほど宜しくお願い致します。 

 
青山学院大学ラクロス後援会 

   代表 加藤 雅之 （’01 卒） 
 

現在のラクロス同好会は組織として関東学生リーグにて実績を残すと共に、個人として関東地

区代表・年代別日本代表選手の選出など、協調性・向上心を持った学生が多く集まっております。 

我々ラクロス後援会は、金銭的支援・ラクロス技術指導だけではなく、ラクロスというスポー

ツを通して、ラクロス同好会員一人一人の「人間としての成長」を支援しております。この「人

間としての成長」は、ラクロスというスポーツ通じて、新しい世界や認識を広げていくことで養

っていくものと考えております。 

また、今回本学体育連合会同好会から部会への昇格することにより、今まで以上の新しい世界

や認識の広がりによる成長と共に、青山学院大学の名前背に自ら責任を持ち活動することで、自

ら課題発見・解決する自律性の成長に繋がると考えております。 

このような、更なる学生の躍進の舞台を整える為に、部会への昇格をお願い致します。是非と

も体育会部会昇格に関しまして、ご検討の程、何卒宜しくお願い致します。 

 

監督 中村智幸 (2006年度卒) 

 
青山学院大学体育会ラクロス同好会・男子主将の竹田辰人と申します。私達の部会昇格への想

いを伝えられたらと思い、一筆申し上げます。 
今シーズン、我々は一部リーグ昇格を目指し、週５日朝７時から３～５時間ほどの練習に励ん

でいます。新チーム発進からの練習試合では２勝１分と好スタートを切り、今年のリーグ戦では

この自信を確信に変えます。勝利に満足せず、練習試合語は必ずビデオを見て反省重ね、今後の

課題を選手全員で考え、地道ながら確実な向上を目指しています。 
本学から毎年 U-20 関東選抜強化指定選手に本学から選出されており、私自身も日本ラクロス

協会強化部から選抜され、21 歳以下関東選抜選手候補としてオーストラリア遠征を経験しまし

た。昨シーズンの冬の新人戦で、現 2 年生から 21 歳以下関東選抜選手に秦雄太郎・大丁祐太の

二人が選ばれました。今後はハワイ遠征をし、関東の代表としてアメリカ・カナダといった海外

のチームとの国際試合に出場することも決まっています。過去にも日本代表選手など、多くの選

手が青山学院大学から代表として選出されています。 
以上のような今まで我々が積み重ねてきた実績や誇りが学校関係者の皆様に認められた結果

として、体育会部会への昇格ができることを一同強く願っています。ご検討よろしくお願い申し

上げます。 
 

男子主将 竹田 辰人 



 
 

 

私は体育会ラクロス同好会女子で主将を務めております、篠千晴と申します。 

この度は、体育部会昇格をご検討頂きありがとうございます。 

私達は、週５回朝６時４５分から３～４時間練習とトレーニングに一生懸命励んでおり

ます。 

今年は、関東女子ラクロス１部リーグに昇格し１０年目を迎えました。この１部という

技術も志も高い素晴らしい舞台で、今まで受け継がれてきた信頼ラクロスを胸に、チーム

方針である誇・喜・敬の精神を持ち『学生日本一』を目指しています。 

私達は、体育会に所属させて頂いている誇りや喜び、またチームの仲間と目標に向かっ

て頑張れる喜び、そして何よりいつも支えて下さっている学校関係者の皆様を始め、顧問

の新倉先生、ＯＢＯＧの先輩方への尊敬の念を抱き、学生日本一という結果で感謝の気持

ちを表したいと思います。 

体育部会に昇格し、体育連合会を盛り上げていきたいと思う所存です。 

是非、体育会部会昇格に向け、前向きなご検討宜しくお願い致します。 

 

女子主将 篠 千晴 

 

 

 はじめまして、体育会ラクロス同好会・女子主務、長澤沙佑里と申します。この度は本

学学友会体育連合会への体育部会昇格への御検討の機を設けていただき、誠にありがとう

ございます。 

私達体育会ラクロス同好会は週５日、早朝から日々精力的に活動を行っています。男子、

女子共に前年度よりさらに高い目標を掲げ、現在部員一丸となって夏のリーグ戦に向けて

練習に励んでいます。ラクロス界では飛躍的に競技人口が増加し、プレーの質も年を重ね

るに連れ向上の一途を辿っております。そのような競争やプレッシャーの厳しい中、１人

１人が自律的に考え、そして一丸となり勝利を追いかけています。 

体育部会に昇格し、本学の名を背負い成績を残していくことで、本学体育連合会を盛り

上げる一翼を担えたらと思います。 

大学関係者の皆様、是非前向きな御検討宜しく御願い申し上げます。 

 

女子主務 長澤 沙佑里 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

体育会ラクロス同好会概要 
平成 22 年 3 月現在 

 

 

[名称] 

体育会ラクロス同好会 

 

[顧問] 

新倉 修（法学部教授） 

 

[後援会代表兼監督] 

中村 智幸 

 

[加盟所属団体] 

日本ラクロス協会 
東京本部：東京都中央区日本橋富沢町 4－9 CPIビル 3F TEL：03－3666－2862 

大阪支部；大阪市北区本庄東 3-9-21 TEL:06-6375-0304 

名古屋支部：愛知県名古屋市中区丸の内 1-2-9 長尾ビル 2F TEL：052-223-1361 

 

[使用グラウンド] 

田園調布サッカーグラウンド 

東京都大田区田園調布 5 丁目 

 

[略歴] 

1987年 

青山学院大学学友会ラクロス愛好会発足 

2005年 

青山学院大学学友会体育会連合会同好会へ入会 

 

 

 



過去戦績(体育連合会同好会昇格後) 
 
【男子】 
＜2005 年＞ 
2 部リーグ B ブロック 4 位 
＊個人賞＊ 
21 歳以下日本代表：大土井敬 
強化指定選手：宮脇大、青木俊樹 
 
＜2006 年＞ 
＊リーグ戦成績＊ 
2 部リーグ A ブロック 2 位 
※1 部リーグ昇格 
＊個人賞＊ 
21 歳以下関東選抜選手/21 歳以下日本代

表選手最終候補：中村智幸 
2 部リーグベスト 12（ディフェンス部

門）：青木俊樹 
＊本校体育会表彰＊ 
敢闘団体：体育会ラクロス同好会 
 
＜2007 年＞ 
＊リーグ戦成績＊ 
1 部リーグ A ブロック 5 位 
＊その他大会＊ 
ルネサンスオープン大会準優勝 
新人戦（サマーステージ）ベスト 8 
＊個人成績＊ 
ルネサンスオープン・ベストミッドフィ

ルダー賞：宮脇大 
強化指定選手：女川遊、長谷川智弘 
1 部リーグベスト 12（ディフェンス部

門）：青木俊樹 
＊本校体育会表彰＊ 
敢闘団体：ラクロス同好会 
 
＜2008 年＞ 
＊リーグ戦成績＊ 
2 部リーグ B ブロック 4 位 
＊個人成績＊ 
強化指定選手/21 歳以下関東選抜選手最

終候補：竹田辰人、高橋大祐 
＊参考＊ 
集客指定試合特別賞：青山学院大学 
全日本選手権大会優勝：青木俊樹（社会

人クラブチーム FALCONS 所属） 
 

 
 
＜2009 年＞ 

＊リーグ戦成績＊ 
2 部リーグ B ブロック 2 位タイ（3 位） 
＊個人成績＊ 
2 部リーグベスト 12（フェイスオフ部

門・ミッドフィルダー部門）：岡田淳貴 
21 歳以下関東選抜：大庁佑太、秦雄太郎 
＊本校体育会表彰＊ 
敢闘選手：岡田淳貴 
＊参考＊ 
集客指定試合集客率 3 位：青山学院大学 
全日本選手権大会優勝：青木俊樹（社会

人クラブチーム FALCONS 所属） 
 
【女子】 
＜2005 年＞ 
＊リーグ戦成績＊ 
1 部 A ブロック 6 位 
 
＜2006 年＞ 
＊リーグ戦成績＊ 
1 部リーグ B ブロック 4 位 
 
＜2007 年＞ 
＊リーグ戦成績＊ 
1 部リーグ A ブロック 5 位 
 
＜2008 年＞ 
＊リーグ戦成績＊ 
1 部リーグ A ブロック 4 位 
＊その他大会＊ 
新人戦（ウィンターステージ）：ベスト 8 
＊個人成績＊ 
1 部リーグベスト 12：昆野絵美瑠 
21 歳以下関東選抜選手：篠千晴、浅見佳

穂 
 
＜2009 年＞ 
＊リーグ戦成績＊ 
1 部リーグ A ブロック 6 位 
＊個人成績＊ 
強化指定選手：緒方由佳 

 



過去戦績（愛好会時代） 
 

 

【男子】 

1988年 １部リーグ 2位 

1989年 １部リーグ 2位 

1990年 １部リーグ１位 

1991年 １部リーグ 2位 

1992年 １部リーグ 2位 

1993年 １部リーグ 2位 

1994年 １部リーグ 3位 

1995年 １部リーグ 5位 

1996年 １部リーグ 6位 

1997年 １部リーグ 8位 

1998年 ２部リーグ 3位 

1999年 ２部リーグ 6位 

2000年 ３部リーグ 2位 

2001年 ２部リーグ 3位 

2002年 ２部リーグ 5位 

2003年 ２部リーグ 2位 

2004年 １部リーグ 6位 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女子】 

1988年 １部リーグ 2位 

1989年 １部リーグ 1位 

1990年 １部リーグ１位 

1991年 １部リーグ 1位 

1992年 １部リーグ 1位 

1993年 １部リーグ 1位 

1994年 １部リーグ 2位 

1995年 １部リーグ 3位 

1996年 １部リーグ 8位 

1997年 ２部リーグ 1位 

1998年 １部リーグ 6位 

1999年 １部リーグ 5位 

2000年 ２部リーグ 2位 

2001年 ２部リーグ 2位 

2002年 ２部リーグ 2位 

2003年 １部リーグ 4位 

2004年 １部リーグ 6位 
 

 

 

 

 

 

 

 



日本ラクロス協会概要 
 

 
 

■学生連盟本部役員人事 ※2010 年 2 月現在 
【本部委員長】 
名前             職歴 
安達 啓一          現職 
 
【本部副委員長】 
名前             職歴 
秋月 達人          現職（西日本支部） 
浅井 威宏          09 年東日本支部委員長 
加藤 広貴          08 年東海支部大会委員長・09 年東海支部 EPJ 代表 
角田 一樹          現職（東日本支部） 
溝呂木 敏弘         現職（東海支部） 
横東 麻衣子         現職（西日本支部） 
 
【日本学生ラクロス連盟東日本支部執行部】 
名前              役職 
関 千隼    （駒澤大学）   前職：日本学生ラクロス連盟東日本支部 新人委員会委員

長 
小原 正士   （慶応義塾大学） 前職：日本学生ラクロス連盟東日本支部 大会委員会委員

長 
山本 洋輝   （早稲田大学）  前職：日本学生ラクロス連盟東日本支部 大会委員会役員 
栗原 辰人   （駒澤大学）   前職：日本学生ラクロス連盟東日本支部 大会委員会役員 
田中 彰    （東海大学）   前職：日本学生ラクロス連盟東日本支部 大会委員会役員 
近藤 かほり  （成城大学）   前職：日本学生ラクロス連盟東日本支部 大会委員会副委

員長 
荻野 夏子   （駒澤大学）   前職：日本学生ラクロス連盟東日本支部 大会委員会役員 
新井 由以子  （成蹊大学）   前職：日本学生ラクロス連盟東日本支部 大会委員会役員 
辻 伸浩    （東洋大学）   前職：日本学生ラクロス連盟東日本支部 広報委員会委員

長 
大田 聖也   （国士舘大学）  前職：日本学生ラクロス連盟東日本支部 広報委員会役員 
青谷 瞳    （フェリス女学院）前職：日本学生ラクロス連盟東日本支部 広報委員会副委

員長 
高田 千春   （学習院大学）  前略：日本学生ラクロス連盟東日本支部 広報委員会役員 
 
【日本学生ラクロス連盟東日本支部 大会委員会】 

委員長：上原 佑介（法政大学）  副委員長：後藤 ちひろ（東洋英和女学院） 
 
【日本学生ラクロス連盟東日本支部 広報委員会】 

委員長：[未定]          副委員長：外川 一美（横浜国立大学） 
 
【日本学生ラクロス連盟東日本支部 新人委員会】 

委員長：渡辺 祐生（千葉大学）  副委員長：五十嵐 奈菜（家政学院大学） 
 
 
 


